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2015年
8・9月号

主
教　

ア
ン
デ
レ　

中
　
村
　
　
　
豊

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ

　

５
月
14
日（
木
）、
曇
天
の
な
か
、

神
戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
巡
礼
者
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
到
着
し
ま
し

た
。
受
付
を
済
ま
せ
た
頃
か
ら
雨
が

ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り
だ
し
、
収
容
所
の

見
学
が
開
始
さ
れ
る
と
本
降
り
と
な

り
ま
し
た
。
ま
る
で
、
絶
望
の
ど
ん

底
に
落
と
さ
れ
た
収
容
者
の
涙
が
私

た
ち
に
降
り
注
ぎ
、
何
か
を
訴
え
て

い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

知
恵
を
結
集
し
た
殲
滅
作
戦

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
に
建
て
た
収
容
所
で
、
ユ
ダ
ヤ

人
だ
け
で
も
約
６
０
０
万
人
が
命
を

失
い
ま
し
た
。
ア
ー
リ
ア
人
種
の
優

越
性
を
誇
示
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
反
抗
す
る
者
は
人
間

以
下
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
人
間
観

に
基
づ
き
、
大
量
の
人
間
を
抹
殺
す

る
た
め
に
は
組
織
的
か
つ
合
理
的
な

工
場
の
設
置
と
交
通
の
利
便
性
が
要

求
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
へ
そ
と
も

い
え
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
が
選
ば
れ

た
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で

す
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
、
こ
の
場
所

を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
こ
と
な
く
遺

棄
し
た
の
は
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム

や
平
和
記
念
資
料
館
と
同
様
、
都
合

の
悪
い
存
在
を
大
量
に
殺
す
た
め

に
、
人
間
と
い
う
の
は
英
知
を
結
集

す
る
と
い
う
、
70
年
前
の
動
か
し
が

た
い
事
実
の
証
人
と
な
る
た
め
で
あ

っ
た
の
で
す
。
建
物
の
入
り
口
の
壁

に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、「
歴
史
を

振
り
返
ら
な
い
者
は
、
同
じ
こ
と
が

起
こ
さ
れ
る
時
、
そ
れ
に
加
担
す
る

人
生
を
歩
む（
注
１
）」
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
収
容
所
側
に

あ
る
聖
マ
リ
ア
教
会
礼
拝
堂
で
、
収

容
所
犠
牲
者
と
世
界
の
平
和
の
た
め

に
祈
り
を
献
げ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
の
悲
惨

　

６
月
23
日（
火
）、
日
本
聖
公
会
の

全
教
区
主
教
及
び
大
韓
聖
公
会
の
首

座
主
教
と
大
田
教
区
主
教
が
北
谷
諸

魂
教
会
に
集
い
、
沖
縄
教
区
主
催
の

「
沖
縄
慰
霊
の
日
、
戦
後
70
年
記
念

礼
拝
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
台
に

あ
る
諸
魂
教
会
礼
拝
堂
西
窓
の
向
こ

う
に
は
、
静
か
で
の
ど
か
な
海
が
広

が
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
70
年
前

は
、
沖
縄
の
人
口
を
遙
か
に
上
回
る

兵
隊
が
ひ
し
め
き
合
っ
た
艦
船
が
、

び
っ
し
り
と
海
面
を
覆
っ
て
お
り
、

青
々
と
し
た
木
々
が
そ
よ
ぐ
東
窓
の

向
こ
う
で
は
、
猛
烈
な
艦
砲
射
撃
に

よ
っ
て
行
き
場
を
失
い
、
右
往
左
往

す
る
島
民
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
韓
聖
公

会
ソ
ウ
ル
教
区
オ
モ
ニ
聖
歌
隊
と
共

に
私
た
ち
は
、「
う
み
が
血
に
そ
ま

り
、
の
ぞ
み
が
う
ば
わ
れ
、
ど
う
く

つ
の
な
か
、
た
え
ゆ
く
い
の
ち
、
す

く
い
を
も
と
め
て
、さ
け
ぶ
こ
え
に
、

主
よ
、
あ
な
た
は
、
ど
こ
に
お
ら
れ

た
…
…（
聖
歌
４
２
３
番
・
山
野
繁

子
司
祭
作
詞
）」
を
歌
い
、
沖
縄
戦

犠
牲
者
の
霊
魂
の
平
安
を
神
に
祈
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
祈
り

　

70
年
前
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
が

無
事
終
了
し
た
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ラ
ジ
オ

を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
国
民
に
、「
敵

で
は
な
く
、
私
た
ち
に
原
爆
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
ま
す
。

神
の
目
的
の
た
め
、御
旨
の
ま
ま
に
、

こ
の
爆
弾
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
私

た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
い（
注
2
）」

と
祈
り
、
原
爆
投
下
を
正
当
化
し
ま

し
た
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
祈
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
敵
・

味
方
を
選
別
し
て
し
ま
う
傲
慢
、
偏

見
、
差
別
、
ね
た
み
、
利
己
心
を
自

分
自
身
が
抱
い
て
い
る
こ
と
へ
の
気

づ
き
と
心
か
ら
の
懺
悔
、
そ
し
て
、

和
解
に
よ
っ
て
し
か
実
現
さ
れ
な
い

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ
こ
と
を
、

神
の
前
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
の

で
す
。

６
月
14
日
（
日
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
カ　

上　

崎　

清　

美

　

ル　
　

カ　

綱　

本　

一　

希

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

１
月
11
日
（
日
）

　

ヒ
ル
ダ　

釜　

山　

十
二
華

　

東
京
教
区
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
よ
り

呉
信
愛
教
会
へ

５
月
９
日
（
土
）

　
プ
リ
ス
キ
ラ　

長　
　
　

喜
代
子

　

神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
よ
り

呉
信
愛
教
会
へ

６
月
１
日
（
月
）

　

バ
ル
ナ
バ　

島　

田　

圭　

輔

　

モ
ー
セ　

島　

田　

智　

生

　

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
よ
り

聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂
へ

６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

柳　

原　

康　

子

　

日
本
基
督
教
団
倉
敷
教
会
よ
り

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
へ

６
月
14
日
（
日
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
カ　

上　

崎　

清　

美

　

カ
ト
リ
ッ
ク
た
か
と
り
教
会
よ
り

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
へ

６
月
19
日
（
金
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

竹　

下　

綺　

羅

　

マ
リ
ア　

竹　

下　

天
留
美

　

東
京
聖
テ
モ
テ
教
会
よ
り

松
江
基
督
教
会
へ

６
月
21
日
（
土
）

　

マ
ル
コ　

小　

林　

龍
一
郎

　

カ
ト
リ
ッ
ク
高
槻
教
会
よ
り

洲
本
眞
光
教
会
へ

６
月
30
日
（
火
）

　

ミ
カ
エ
ル　

坂　

井　

充　

仁

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
へ

６
月
20
日
（
土
）

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト　

岡　

田　

ミ
ユ
リ

松
江
基
督
教
会

６
月
21
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

殿　

村　

賎　

代

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

◎
教
会
委
員
会
研
修
会

　

６
月
27
日
（
土
）、
神
戸
伝
道
区

の
教
会
委
員
会
研
修
会
が
神
戸
聖
ミ

カ
エ
ル
教
会
で
開
催
。
山
陰
伝
道
区

か
ら
瀬
山
会
治
司
祭
、
井
田
省
吾
さ

ん
、
西
村
典
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
山

陰
伝
道
区
の
「
山
陰
伝
道
区
は
一
つ

の
教
会
」
と
い
う
取
組
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
。
参
加
者
33
名
。

◎
神
戸
昇
天
教
会

　

６
月
７
日
（
日
）
午
後
、
バ
ル
ナ

バ
伝
道
集
会
を
開
催
。
山
口　

宰
師

（
社
会
福
祉
法
人
光
朔
会
オ
リ
ン
ピ

ア
常
務
理
事
・
神
戸
国
際
大
学
准
教

授
）
を
講
師
に
迎
え
、「
よ
く
わ
か

る
！ 

認
知
症
と
こ
れ
か
ら
の
ケ
ア
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
頂
い
た
。
来

会
者
約
50
名
。

◎
松
江
基
督
教
会

　

５
月
31
日
（
日
）、
中
村
主
教
司

式
の
も
と
、
当
教
会
創
立
１
３
０
周

年
記
念
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
４

月
か
ら
当
教
会
の
牧
師
に
就
任
さ
れ

た
杉
野
達
也
司
祭
の
牧
師
任
命
式
も

行
わ
れ
た
。
山
陰
伝
道
区
の
各
教
会

か
ら
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
下
さ

り
、
45
名
の
参
加
者
が
与
え
ら
れ
、

共
に
神
様
に
感
謝
す
る
一
時
を
持
っ

た
。
礼
拝
後
に
は
、
さ
さ
や
か
な
祝

会
が
催
さ
れ
、
当
教
会
の
礎
を
築
き

上
げ
た
バ
ー
ク
レ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト

ン
司
祭
に
ま
つ
わ
る
お
話
や
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
16
日
（
火
）
か
ら
18
日
（
木
）

ま
で
、
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
を
会

場
に
し
て
、
年
に
一
度
の
教
役
者
修

養
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
教
役
者
修
養
会
に
は
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
に
館
長
と
し
て

出
向
し
て
い
る
吉
田
雅
人
司
祭
を
お

迎
え
し
、
管
区
礼
拝
委
員
会
か
ら
配

布
さ
れ
た
『「
堅
信
前
の
陪
餐
」
を

巡
る
Ｑ
＆
Ａ
』
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
た
。

　

来
年
の
管
区
総
会
で
可
決
さ
れ
れ

ば
、「
堅
信
前
の
陪
餐
」
が
日
本
聖

公
会
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
。
今

回
の
講
話
を
通
し
て
「
堅
信
前
の
陪

餐
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教　

籍　

移　

動
1日
3日
4日
9日
10日
12日
13日
16日
17日
20日
不明

伝道師
伝道師
執 事
伝道師
司 祭
主 教
宣教師
司　祭
司 祭
伝道師
宣教師

緒 方　政 枝
上 西　八 枝
布 施　好 古
三 宅　福 恵
片山  民治郎
エ ビ ントン
エドワ ー ズ
マレー＝ウォルトン
米 村　勇 雄
吉 田　照 子
グレッグソン

ラザロ

ステパノ
ヘンリー
レティシア
ウイリアム
アブラハム

ドロシー

日時　2015年９月３日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　藤井　尚人

９月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊9月の記念逝去教役者＊

1日
1日
5日
5日
7日
7日
8日
9日
9日
10日
14日
14日
14日
15日
16日
16日
21日
21日
24日
28日
29日
31日
31日

宣教師
伝道師
伝道師
司 祭
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
宣教師
主 教
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
主 教
主 教
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
司　祭
司 祭

シェパード
三浦  すみ枝
南 岡　七 重
津 田　昌 男
牛島  惣太郎
チ ョ ウ
坂 下　内 匠
國 弘　文 吾
ジャクソン
八代　　斌助
永野  武二郎
河 合　良 隆
嶋 田　克 己
マクシェリー
松井  米太郎
ヘーズレット
三 浦　光 子
岡 上　典 夫
横 田　久 明
リ ー
藤 本　与 喜
加 藤　泰 秀
長門  一二三

キャサリン
ヨハンナ三

ミカエル

ノア
ヨハネ
オーエン
ヒルダ
ミカエル

パウロ
アントニオ
ハロルド
ペテロ

サミュエル

オーガスチン
ペテロ
レオノア

ルカ
バルナバ

日時　2015年10月１日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　杉野　達也

10月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊10月の記念逝去教役者＊

（
神
戸
教
区
主
教
）

（
杉
野　

記
）

沖縄慰霊の日 戦後70年記念礼拝

神
戸
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

th
e
 o
n
e
 w
h
o
 d
o
e
s n
o
t 

rem
em
ber history is bound 

to life through it again.

（
注
１
）W

e thank G
od that it has 

com
e to us, instead of to 

our enem
ies; and w

e pray 
that H

e m
ay guide us to 

use it in H
is w
ays and for 

H
is purposes.

（
注
２
）

祝　
　

堅　
　

信

ご　
　

逝　
　

去

神
戸
教
区
教
役
者
修
養
会
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今
年
の
沖
縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
は

６
月
20
日（
土
）
か
ら
23
日（
火
）
の

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
戦

後
70
年
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
各
教
区
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。
主
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
は
、
１
９
５
９
年
６
月
、

石
川
市
で
嘉
手
納
基
地
を
飛
び
立
っ

た
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
操
縦
不
能
と
な

り
、民
家
35
棟
を
な
ぎ
倒
し
た
あ
と
、

宮
森
小
学
校
に
墜
落
、
炎
上
し
、
死

者
17
名
（
小
学
生
11
名
、
一
般
住
民

６
名
）、
重
軽
傷
者
２
１
０
名
を
出

す
大
惨
事
を
伝
え
る
映
画
を
見
、
そ

の
映
画
の
脚
本
の
元
と
な
っ
た
被
害

者
や
遺
族
の
証
言
集
を
ま
と
め
た
久

高
政
治
さ
ん
（
当
時
宮
森
小
学
校
５

年
生
）の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
ま
す
ま
す
緊
張
度
を
増

し
て
い
る
辺
野
古
地
区
へ
行
っ
て
祈

り
、
最
終
日
に
は
日
本
聖
公
会
各
教

区
の
主
教
、
そ
し
て
大
韓
聖
公
会
の

主
教
や
聖
歌
隊
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
共
に
、「
慰

霊
の
日
」の
礼
拝
に
参
列
し
ま
し
た
。

今
年
の
聖
句
は
『
キ
リ
ス
ト
の
平
和

が
あ
な
た
が
た
の
心
を
支
配
す
る
よ

う
に
し
な
さ
い
』（
コ
ロ
サ
イ
３
・

15
）
で
し
た
。
で
も
そ
の
み
言
葉
を

実
ら
せ
る
た
め
に
は
、「
わ
た
し
」

の
平
和
で
は
な
く
、「
キ
リ
ス
ト
」

の
平
和
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
「
沖
縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え
る
年

で
あ
る
こ
と
、
特
に
辺
野
古
へ
の
基

地
移
転
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
今
、
沖
縄
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
。
こ
の
目
で
現
地
を
見

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
演
会
で
話
を
伺

っ
た
り
、
ま
た
基
地
を
実
際
に
見
た

り
と
、
沖
縄
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
生

活
が
、
常
に
こ
ん
な
に
基
地
の
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
状
態
に
晒
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
米
の

条
約
と
そ
の
重
さ
を
沖
縄
が
こ
ん
な

に
も
背
負
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て

基
地
が
な
く
な
れ
ば
良
い
で
は
終
わ

ら
な
い
複
雑
な
状
況
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
何
よ
り
、

沖
縄
教
区
上
原
主
教
様
の
「
沖
縄
戦

は
続
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。
自
分
の
目
で

本
物
を
見
る
大
切
さ
を
も
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
地
で
本
物
を
見

て
い
な
い
が
た
め
に
、
差
別
や
偏
見

と
い
っ
た
二
次
問
題
が
生
じ
る
危
険

性
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
沖
縄
週
間
に
参
加
す
る
に
あ

た
り
、
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
が
、

「
主
の
平
和
と
は
何
な
の
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
全
て
の
人
に
と
っ
て

の
平
和
と
は
何
な
の
か
。そ
れ
は「
神

様
の
み
心
」で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
人
間
は
神
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
争
い
な
ど
の
罪
を
犯
し
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
思

い
と
言
葉
と
行
い
が
、
神
様
の
み
心

に
叶
う
よ
う
に
、
一
生
を
か
け
て
、

罪
の
赦
し
の
祈
り
と
キ
リ
ス
ト
の
平

和
の
宣
教
の
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ク
レ
メ
ン
ト  

井
熊　

大
輔

司
祭 

ヨ
シ
ュ
ア 

長
田  

吉
史

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 

上
野　

真
実

神
戸
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
主
催

　

本
紙
３
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
『
記

憶
の
癒
し
』（
榊
原
・
吉
谷
訳
）
の

著
者
、
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
プ
ス
レ
ー
司

祭
が
先
般
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
南
ア
フ
リ
カ
の
反
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
で
手
紙
爆
弾
の

攻
撃
を
受
け
、
両
手
と
片
目
を
失
い

な
が
ら
も
九
死
に
一
生
を
得
た
ラ
プ

ス
レ
ー
司
祭
は
、
１
９
９
２
年
「
記

憶
の
癒
し
研
究
所
」
を
設
立
、
世
界

中
を
巡
回
し
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ

く
和
解
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
お

ら
れ
ま
す
。
広
島
に
癒
さ
れ
る
べ
き

痛
み
の
記
憶
を
見
て
お
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
聖
公
会
神
学
院
で
の
公
開

講
演
会
の
後
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の

広
島
訪
問
を
希
望
さ
れ
、
６
月
11
日

に
平
和
記
念
資
料
館
、
平
和
記
念
公

園
を
訪
ね
、
被
爆
者
の
お
話
を
聴
か

れ
た
後
、
広
島
復
活
教
会
で
の
〈
マ

イ
ケ
ル
・
ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
を
囲
む

会
〉
の
交
わ
り
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

約
60
人
の
参
加
者
は
、
お
話
の
後
の

懇
談
で
も
、
本
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ

い
た
り
、
親
し
く
お
話
し
し
た
り
し

て
、
感
激
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

私
は
『
記
憶
の
癒
し
』
翻
訳
中
か

ら
そ
の
苦
闘
と
献
身
に
心
を
揺
す
ぶ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
独
特
の
ユ
ー
モ

ア
と
シ
ャ
イ
な
と
こ
ろ
の
あ
る
お
人

柄
に
惹
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
に
大
き
く
温
か
く
ウ
ィ
ッ
ト
に
富

ん
だ
方
で
、
日
本
語
が
お
わ
か
り
で

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず（
！
） 、
よ

い
翻
訳
者
だ
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
の
軌
跡
は

Y
ouT
ube

で
見
ら
れ
ま
す
し
、
聖

公
会
新
聞
７
月
号
に
は
東
京
の
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
聖
餐
式
で
の
説
教
全
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
接
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
会
の
た
め
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
広
島
復
活
教
会
の
小
林
司
祭
、
浜

井
姉
は
じ
め
信
徒
の
皆
さ
ま
、
通
訳

を
つ
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
ポ
ー
リ
ー

ン
さ
ん
、
関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
を
囲
む
会

ク
ラ
ラ
　
吉
谷 

か
お
る

　

５
月
11
日
〜
20
日
に
か
け
て
、
神

戸
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
主
催
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
巡
礼
の
旅
へ
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
毎
日
色
々
な
教
会
を
訪
れ
て
ミ

サ
を
お
捧
げ
す
る
事
が
出
来
、
今
後

の
私
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
重
要
な

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
礼
拝
で
は
、
ど
こ
か
の
国
の

方
々
と
共
に
祈
り
を
捧
げ
、
言
葉
は

違
え
ど
も
ミ
サ
の
流
れ
は
同
じ
な
の

で
平
和
の
挨
拶
も
握
手
を
交
わ
し
、

心
が
一
つ
に
な
っ
て
神
様
に
向
か
っ

て
い
る
事
に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
民
性
に
つ
い
て

は
穏
や
か
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
行
き

交
う
人
々
、
店
員
さ
ん
、
関
わ
っ
た

方
々
を
見
て
も
そ
う
感
じ
ま
す
。又
、

17
世
紀
初
頭
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
遷
都
す

る
ま
で
は
首
都
で
あ
っ
た
、
最
も
歴

史
あ
る
都
市
の
一
つ
で
あ
る
ク
ラ
ク

フ
で
は
、聖
マ
リ
ア
教
会
、ヴ
ァ
ヴ
ェ

ル
城
、
中
央
広
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

中
央
広
場
で
は
、
沢
山
の
飲
食
店
や

雑
貨
用
品
店
、
お
花
屋
さ
ん
、
観
光

客
を
乗
せ
た
馬
車
も
沢
山
走
り
、
多

く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
声
を
出
し
て
騒
ぐ
人
が

い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
旅
で
一
番
私
が
印
象
付
け
ら

れ
、
伝
え
た
い
と
思
っ
た
事
は
や
は

り
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
及
び
ビ
ル
ケ
ナ

ウ
収
容
所
を
訪
れ
た
事
で
す
。
広
大

で
緑
豊
か
な
こ
の
土
地
で
、
た
っ
た

の
70
年
前
、
実
際
に
あ
ん
な
に
も
非

人
道
的
で
卑
劣
な
事
が
あ
っ
た
の
か

と
人
間
の
惨
さ
に
と
て
も
辛
く
、
悲

し
み
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
何
の
罪

も
無
い
人
々
が
囚
人
と
呼
ば
れ
、
子

ど
も
、
妊
婦
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
者
、
お
年
寄
り
の
方
々
は
働
け
な

い
と
し
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
容
所
に
は
、
部
屋
一
面
の
髪
の

毛
、
眼
鏡
、
義
手
義
足
、
台
所
用
品
、

氏
名
や
住
所
入
り
の
ト
ラ
ン
ク
、
壁

全
面
に
積
ま
れ
た
子
ど
も
の
物
も
含

む
靴
、
そ
れ
ら
に
は
す
べ
て
に
所
有

者
が
あ
り
、
こ
の
遺
品
を
見
て
怒
り

を
覚
え
ま
し
た
。
我
が
子
を
必
死
に

守
り
抜
こ
う
と
し
た
母
の
気
持
ち
を

思
う
と
本
当
に
言
葉
に
な
ら
な
い
辛

さ
で
す
。
又
、収
容
施
設
や
ベ
ッ
ド
、

ト
イ
レ
、
ガ
ス
室
、
焼
却
炉
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
・
マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ
神

父
が
他
の
人
を
救
う
為
に
入
れ
ら
れ

た
餓
死
室
、
何
千
人
も
の
人
々
を
射

殺
し
た
死
の
壁
…
そ
れ
ら
を
見
て
、

必
死
に
祈
る
事
で
精
一
杯
で
し
た
。

　

前
述
し
た
中
央
広
場
と
は
別
に
収

容
所
の
中
に
も
中
央
広
場
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
収
容
所
生
活
の
苦
し
み
の

一
つ
、
何
時
間
に
も
及
ぶ
点
呼
の
為

集
合
さ
せ
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
自
ず
と
恐
怖
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
、体
が
重
く
頭
痛
が
し
、

放
心
状
態
と
な
り
、
思
い
返
し
て
み

る
と
こ
の
日
の
残
り
の
日
程
、
何
を

食
べ
た
か
な
ど
記
憶
が
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
こ
の
ツ
ア
ー
中
晴
天
に

恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
唯
一
こ
の
日

だ
け
雨
が
降
り
、
そ
れ
が
生
き
た
く

て
も
無
情
に
も
殺
さ
れ
て
い
っ
た

方
々
の
涙
の
よ
う
に
私
達
に
語
り
掛

け
て
お
ら
れ
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。＊　

　

＊　
　

＊

　

私
は
正
直
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
ま
で
は
殆
ど
無
知
で
し
た
。
そ
し

て
行
く
直
前
ま
で
本
や
映
画
で
勉
強

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
こ
の
目
で
見

て
感
じ
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え

る
と
い
う
事
は
と
て
も
重
要
な
事
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

歴
史
は
知
ろ
う
と
し
な
い
限
り
知

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
自
分
が
何
の

為
に
生
き
、
何
の
為
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
、
考
え
る
機
会
が
与
え
ら

れ
た
旅
で
し
た
。
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
物
事
を
考
え
、
理
解
す
る
努

力
を
す
る
事
が
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
為
に
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
心
の
底
か
ら
戦
争
が
な
く
な
る

事
を
願
い
ま
す
。

　

無
事
に
祈
り
の
旅
が
出
来
た
事

に
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
、

祈
り
に
覚
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
信
徒
）

（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
）

（
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
信
徒
）

沖
縄
の
旅
に
参
加
し
て

沖
縄
の
旅
に
参
加
し
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
巡
礼
の
旅
に
参
加
し
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
巡
礼
の
旅
に
参
加
し
て

ヴァヴェル城

アウシュビッツ

聖マリア教会の前で
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今
年
の
沖
縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
は

６
月
20
日（
土
）
か
ら
23
日（
火
）
の

間
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
戦

後
70
年
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
各
教
区
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
々

が
集
ま
り
ま
し
た
。
主
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
は
、
１
９
５
９
年
６
月
、

石
川
市
で
嘉
手
納
基
地
を
飛
び
立
っ

た
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
操
縦
不
能
と
な

り
、民
家
35
棟
を
な
ぎ
倒
し
た
あ
と
、

宮
森
小
学
校
に
墜
落
、
炎
上
し
、
死

者
17
名
（
小
学
生
11
名
、
一
般
住
民

６
名
）、
重
軽
傷
者
２
１
０
名
を
出

す
大
惨
事
を
伝
え
る
映
画
を
見
、
そ

の
映
画
の
脚
本
の
元
と
な
っ
た
被
害

者
や
遺
族
の
証
言
集
を
ま
と
め
た
久

高
政
治
さ
ん
（
当
時
宮
森
小
学
校
５

年
生
）の
講
演
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
ま
す
ま
す
緊
張
度
を
増

し
て
い
る
辺
野
古
地
区
へ
行
っ
て
祈

り
、
最
終
日
に
は
日
本
聖
公
会
各
教

区
の
主
教
、
そ
し
て
大
韓
聖
公
会
の

主
教
や
聖
歌
隊
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と
共
に
、「
慰

霊
の
日
」の
礼
拝
に
参
列
し
ま
し
た
。

今
年
の
聖
句
は
『
キ
リ
ス
ト
の
平
和

が
あ
な
た
が
た
の
心
を
支
配
す
る
よ

う
に
し
な
さ
い
』（
コ
ロ
サ
イ
３
・

15
）
で
し
た
。
で
も
そ
の
み
言
葉
を

実
ら
せ
る
た
め
に
は
、「
わ
た
し
」

の
平
和
で
は
な
く
、「
キ
リ
ス
ト
」

の
平
和
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
こ
と

を
、
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
「
沖
縄
週
間
・
沖
縄
の
旅
」

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
戦
後
70
年
を
迎
え
る
年

で
あ
る
こ
と
、
特
に
辺
野
古
へ
の
基

地
移
転
が
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
今
、
沖
縄
で
何
が
起
こ
っ

て
い
る
の
か
。
こ
の
目
で
現
地
を
見

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
演
会
で
話
を
伺

っ
た
り
、
ま
た
基
地
を
実
際
に
見
た

り
と
、
沖
縄
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
生

活
が
、
常
に
こ
ん
な
に
基
地
の
危
険

と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
状
態
に
晒
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
米
の

条
約
と
そ
の
重
さ
を
沖
縄
が
こ
ん
な

に
も
背
負
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て

基
地
が
な
く
な
れ
ば
良
い
で
は
終
わ

ら
な
い
複
雑
な
状
況
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
何
よ
り
、

沖
縄
教
区
上
原
主
教
様
の
「
沖
縄
戦

は
続
い
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
シ

ョ
ッ
キ
ン
グ
で
し
た
。
自
分
の
目
で

本
物
を
見
る
大
切
さ
を
も
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
現
地
で
本
物
を
見

て
い
な
い
が
た
め
に
、
差
別
や
偏
見

と
い
っ
た
二
次
問
題
が
生
じ
る
危
険

性
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
沖
縄
週
間
に
参
加
す
る
に
あ

た
り
、
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
が
、

「
主
の
平
和
と
は
何
な
の
か
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
全
て
の
人
に
と
っ
て

の
平
和
と
は
何
な
の
か
。そ
れ
は「
神

様
の
み
心
」で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

私
た
ち
人
間
は
神
様
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
争
い
な
ど
の
罪
を
犯
し
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
思

い
と
言
葉
と
行
い
が
、
神
様
の
み
心

に
叶
う
よ
う
に
、
一
生
を
か
け
て
、

罪
の
赦
し
の
祈
り
と
キ
リ
ス
ト
の
平

和
の
宣
教
の
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ク
レ
メ
ン
ト  

井
熊　

大
輔

司
祭 

ヨ
シ
ュ
ア 

長
田  

吉
史

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト 

上
野　

真
実

神
戸
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
主
催

　

本
紙
３
月
号
で
紹
介
さ
れ
た
『
記

憶
の
癒
し
』（
榊
原
・
吉
谷
訳
）
の

著
者
、
マ
イ
ケ
ル
・
ラ
プ
ス
レ
ー
司

祭
が
先
般
来
日
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
南
ア
フ
リ
カ
の
反
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
運
動
で
手
紙
爆
弾
の

攻
撃
を
受
け
、
両
手
と
片
目
を
失
い

な
が
ら
も
九
死
に
一
生
を
得
た
ラ
プ

ス
レ
ー
司
祭
は
、
１
９
９
２
年
「
記

憶
の
癒
し
研
究
所
」
を
設
立
、
世
界

中
を
巡
回
し
、
自
ら
の
体
験
に
基
づ

く
和
解
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
お

ら
れ
ま
す
。
広
島
に
癒
さ
れ
る
べ
き

痛
み
の
記
憶
を
見
て
お
ら
れ
た
の
で

し
ょ
う
。
聖
公
会
神
学
院
で
の
公
開

講
演
会
の
後
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の

広
島
訪
問
を
希
望
さ
れ
、
６
月
11
日

に
平
和
記
念
資
料
館
、
平
和
記
念
公

園
を
訪
ね
、
被
爆
者
の
お
話
を
聴
か

れ
た
後
、
広
島
復
活
教
会
で
の
〈
マ

イ
ケ
ル
・
ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
を
囲
む

会
〉
の
交
わ
り
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

約
60
人
の
参
加
者
は
、
お
話
の
後
の

懇
談
で
も
、
本
に
サ
イ
ン
を
い
た
だ

い
た
り
、
親
し
く
お
話
し
し
た
り
し

て
、
感
激
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

私
は
『
記
憶
の
癒
し
』
翻
訳
中
か

ら
そ
の
苦
闘
と
献
身
に
心
を
揺
す
ぶ

ら
れ
る
と
と
も
に
、
独
特
の
ユ
ー
モ

ア
と
シ
ャ
イ
な
と
こ
ろ
の
あ
る
お
人

柄
に
惹
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
実

際
に
大
き
く
温
か
く
ウ
ィ
ッ
ト
に
富

ん
だ
方
で
、
日
本
語
が
お
わ
か
り
で

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず（
！
） 、
よ

い
翻
訳
者
だ
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
の
軌
跡
は

Y
ouT
ube

で
見
ら
れ
ま
す
し
、
聖

公
会
新
聞
７
月
号
に
は
東
京
の
聖
ア

ン
デ
レ
教
会
聖
餐
式
で
の
説
教
全
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
方
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
接
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
会
の
た
め
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
広
島
復
活
教
会
の
小
林
司
祭
、
浜

井
姉
は
じ
め
信
徒
の
皆
さ
ま
、
通
訳

を
つ
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
ポ
ー
リ
ー

ン
さ
ん
、
関
係
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ラ
プ
ス
レ
ー
司
祭
を
囲
む
会

ク
ラ
ラ
　
吉
谷 

か
お
る

　

５
月
11
日
〜
20
日
に
か
け
て
、
神

戸
バ
イ
ブ
ル
ハ
ウ
ス
主
催
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
巡
礼
の
旅
へ
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
毎
日
色
々
な
教
会
を
訪
れ
て
ミ

サ
を
お
捧
げ
す
る
事
が
出
来
、
今
後

の
私
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
重
要
な

旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
礼
拝
で
は
、
ど
こ
か
の
国
の

方
々
と
共
に
祈
り
を
捧
げ
、
言
葉
は

違
え
ど
も
ミ
サ
の
流
れ
は
同
じ
な
の

で
平
和
の
挨
拶
も
握
手
を
交
わ
し
、

心
が
一
つ
に
な
っ
て
神
様
に
向
か
っ

て
い
る
事
に
嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
国
民
性
に
つ
い
て

は
穏
や
か
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
行
き

交
う
人
々
、
店
員
さ
ん
、
関
わ
っ
た

方
々
を
見
て
も
そ
う
感
じ
ま
す
。又
、

17
世
紀
初
頭
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
遷
都
す

る
ま
で
は
首
都
で
あ
っ
た
、
最
も
歴

史
あ
る
都
市
の
一
つ
で
あ
る
ク
ラ
ク

フ
で
は
、聖
マ
リ
ア
教
会
、ヴ
ァ
ヴ
ェ

ル
城
、
中
央
広
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

中
央
広
場
で
は
、
沢
山
の
飲
食
店
や

雑
貨
用
品
店
、
お
花
屋
さ
ん
、
観
光

客
を
乗
せ
た
馬
車
も
沢
山
走
り
、
多

く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
声
を
出
し
て
騒
ぐ
人
が

い
な
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

こ
の
旅
で
一
番
私
が
印
象
付
け
ら

れ
、
伝
え
た
い
と
思
っ
た
事
は
や
は

り
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
及
び
ビ
ル
ケ
ナ

ウ
収
容
所
を
訪
れ
た
事
で
す
。
広
大

で
緑
豊
か
な
こ
の
土
地
で
、
た
っ
た

の
70
年
前
、
実
際
に
あ
ん
な
に
も
非

人
道
的
で
卑
劣
な
事
が
あ
っ
た
の
か

と
人
間
の
惨
さ
に
と
て
も
辛
く
、
悲

し
み
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
何
の
罪

も
無
い
人
々
が
囚
人
と
呼
ば
れ
、
子

ど
も
、
妊
婦
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
者
、
お
年
寄
り
の
方
々
は
働
け
な

い
と
し
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
容
所
に
は
、
部
屋
一
面
の
髪
の

毛
、
眼
鏡
、
義
手
義
足
、
台
所
用
品
、

氏
名
や
住
所
入
り
の
ト
ラ
ン
ク
、
壁

全
面
に
積
ま
れ
た
子
ど
も
の
物
も
含

む
靴
、
そ
れ
ら
に
は
す
べ
て
に
所
有

者
が
あ
り
、
こ
の
遺
品
を
見
て
怒
り

を
覚
え
ま
し
た
。
我
が
子
を
必
死
に

守
り
抜
こ
う
と
し
た
母
の
気
持
ち
を

思
う
と
本
当
に
言
葉
に
な
ら
な
い
辛

さ
で
す
。
又
、収
容
施
設
や
ベ
ッ
ド
、

ト
イ
レ
、
ガ
ス
室
、
焼
却
炉
、
マ
ク

シ
ミ
リ
ア
ン
・
マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ
神

父
が
他
の
人
を
救
う
為
に
入
れ
ら
れ

た
餓
死
室
、
何
千
人
も
の
人
々
を
射

殺
し
た
死
の
壁
…
そ
れ
ら
を
見
て
、

必
死
に
祈
る
事
で
精
一
杯
で
し
た
。

　

前
述
し
た
中
央
広
場
と
は
別
に
収

容
所
の
中
に
も
中
央
広
場
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
収
容
所
生
活
の
苦
し
み
の

一
つ
、
何
時
間
に
も
及
ぶ
点
呼
の
為

集
合
さ
せ
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
自
ず
と
恐
怖
を
感
じ
て

い
た
よ
う
で
、体
が
重
く
頭
痛
が
し
、

放
心
状
態
と
な
り
、
思
い
返
し
て
み

る
と
こ
の
日
の
残
り
の
日
程
、
何
を

食
べ
た
か
な
ど
記
憶
が
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
又
、
こ
の
ツ
ア
ー
中
晴
天
に

恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
唯
一
こ
の
日

だ
け
雨
が
降
り
、
そ
れ
が
生
き
た
く

て
も
無
情
に
も
殺
さ
れ
て
い
っ
た

方
々
の
涙
の
よ
う
に
私
達
に
語
り
掛

け
て
お
ら
れ
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。＊　

　

＊　
　

＊

　

私
は
正
直
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す

る
ま
で
は
殆
ど
無
知
で
し
た
。
そ
し

て
行
く
直
前
ま
で
本
や
映
画
で
勉
強

し
ま
し
た
が
、
実
際
に
こ
の
目
で
見

て
感
じ
て
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え

る
と
い
う
事
は
と
て
も
重
要
な
事
だ

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

歴
史
は
知
ろ
う
と
し
な
い
限
り
知

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
自
分
が
何
の

為
に
生
き
、
何
の
為
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
か
、
考
え
る
機
会
が
与
え
ら

れ
た
旅
で
し
た
。
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
物
事
を
考
え
、
理
解
す
る
努

力
を
す
る
事
が
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
為
に
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
心
の
底
か
ら
戦
争
が
な
く
な
る

事
を
願
い
ま
す
。

　

無
事
に
祈
り
の
旅
が
出
来
た
事

に
、
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
、

祈
り
に
覚
え
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
信
徒
）

（
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
信
徒
）

（
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
信
徒
）

沖
縄
の
旅
に
参
加
し
て

沖
縄
の
旅
に
参
加
し
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
巡
礼
の
旅
に
参
加
し
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
巡
礼
の
旅
に
参
加
し
て

ヴァヴェル城

アウシュビッツ

聖マリア教会の前で
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2015年
8・9月号

主
教　

ア
ン
デ
レ　

中
　
村
　
　
　
豊

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ

　

５
月
14
日（
木
）、
曇
天
の
な
か
、

神
戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
ポ
ー
ラ

ン
ド
巡
礼
者
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は

ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
に
到
着
し
ま
し

た
。
受
付
を
済
ま
せ
た
頃
か
ら
雨
が

ぽ
つ
ぽ
つ
と
降
り
だ
し
、
収
容
所
の

見
学
が
開
始
さ
れ
る
と
本
降
り
と
な

り
ま
し
た
。
ま
る
で
、
絶
望
の
ど
ん

底
に
落
と
さ
れ
た
収
容
者
の
涙
が
私

た
ち
に
降
り
注
ぎ
、
何
か
を
訴
え
て

い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

知
恵
を
結
集
し
た
殲
滅
作
戦

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
に
建
て
た
収
容
所
で
、
ユ
ダ
ヤ

人
だ
け
で
も
約
６
０
０
万
人
が
命
を

失
い
ま
し
た
。
ア
ー
リ
ア
人
種
の
優

越
性
を
誇
示
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ナ
チ

ス
・
ド
イ
ツ
に
反
抗
す
る
者
は
人
間

以
下
の
存
在
で
あ
る
と
い
う
人
間
観

に
基
づ
き
、
大
量
の
人
間
を
抹
殺
す

る
た
め
に
は
組
織
的
か
つ
合
理
的
な

工
場
の
設
置
と
交
通
の
利
便
性
が
要

求
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
へ
そ
と
も

い
え
る
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
が
選
ば
れ

た
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
で

す
。

　

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
、
こ
の
場
所

を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
こ
と
な
く
遺

棄
し
た
の
は
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム

や
平
和
記
念
資
料
館
と
同
様
、
都
合

の
悪
い
存
在
を
大
量
に
殺
す
た
め

に
、
人
間
と
い
う
の
は
英
知
を
結
集

す
る
と
い
う
、
70
年
前
の
動
か
し
が

た
い
事
実
の
証
人
と
な
る
た
め
で
あ

っ
た
の
で
す
。
建
物
の
入
り
口
の
壁

に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、「
歴
史
を

振
り
返
ら
な
い
者
は
、
同
じ
こ
と
が

起
こ
さ
れ
る
時
、
そ
れ
に
加
担
す
る

人
生
を
歩
む（
注
１
）」
の
で
す
。
私

た
ち
は
、
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
収
容
所
側
に

あ
る
聖
マ
リ
ア
教
会
礼
拝
堂
で
、
収

容
所
犠
牲
者
と
世
界
の
平
和
の
た
め

に
祈
り
を
献
げ
ま
し
た
。

沖
縄
戦
の
悲
惨

　

６
月
23
日（
火
）、
日
本
聖
公
会
の

全
教
区
主
教
及
び
大
韓
聖
公
会
の
首

座
主
教
と
大
田
教
区
主
教
が
北
谷
諸

魂
教
会
に
集
い
、
沖
縄
教
区
主
催
の

「
沖
縄
慰
霊
の
日
、
戦
後
70
年
記
念

礼
拝
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
高
台
に

あ
る
諸
魂
教
会
礼
拝
堂
西
窓
の
向
こ

う
に
は
、
静
か
で
の
ど
か
な
海
が
広

が
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
70
年
前

は
、
沖
縄
の
人
口
を
遙
か
に
上
回
る

兵
隊
が
ひ
し
め
き
合
っ
た
艦
船
が
、

び
っ
し
り
と
海
面
を
覆
っ
て
お
り
、

青
々
と
し
た
木
々
が
そ
よ
ぐ
東
窓
の

向
こ
う
で
は
、
猛
烈
な
艦
砲
射
撃
に

よ
っ
て
行
き
場
を
失
い
、
右
往
左
往

す
る
島
民
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
韓
聖
公

会
ソ
ウ
ル
教
区
オ
モ
ニ
聖
歌
隊
と
共

に
私
た
ち
は
、「
う
み
が
血
に
そ
ま

り
、
の
ぞ
み
が
う
ば
わ
れ
、
ど
う
く

つ
の
な
か
、
た
え
ゆ
く
い
の
ち
、
す

く
い
を
も
と
め
て
、さ
け
ぶ
こ
え
に
、

主
よ
、
あ
な
た
は
、
ど
こ
に
お
ら
れ

た
…
…（
聖
歌
４
２
３
番
・
山
野
繁

子
司
祭
作
詞
）」
を
歌
い
、
沖
縄
戦

犠
牲
者
の
霊
魂
の
平
安
を
神
に
祈
り

ま
し
た
。

私
た
ち
の
祈
り

　

70
年
前
、
広
島
へ
の
原
爆
投
下
が

無
事
終
了
し
た
知
ら
せ
を
聞
い
た
と

き
、
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
ラ
ジ
オ

を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
国
民
に
、「
敵

で
は
な
く
、
私
た
ち
に
原
爆
が
与
え

ら
れ
た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
ま
す
。

神
の
目
的
の
た
め
、御
旨
の
ま
ま
に
、

こ
の
爆
弾
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
私

た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
い（
注
2
）」

と
祈
り
、
原
爆
投
下
を
正
当
化
し
ま

し
た
。

　

で
は
、
私
た
ち
の
祈
り
は
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
敵
・

味
方
を
選
別
し
て
し
ま
う
傲
慢
、
偏

見
、
差
別
、
ね
た
み
、
利
己
心
を
自

分
自
身
が
抱
い
て
い
る
こ
と
へ
の
気

づ
き
と
心
か
ら
の
懺
悔
、
そ
し
て
、

和
解
に
よ
っ
て
し
か
実
現
さ
れ
な
い

平
和
の
使
者
と
し
て
立
つ
こ
と
を
、

神
の
前
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
の

で
す
。

６
月
14
日
（
日
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
カ　

上　

崎　

清　

美

　

ル　
　

カ　

綱　

本　

一　

希

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

１
月
11
日
（
日
）

　

ヒ
ル
ダ　

釜　

山　

十
二
華

　

東
京
教
区
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
よ
り

呉
信
愛
教
会
へ

５
月
９
日
（
土
）

　
プ
リ
ス
キ
ラ　

長　
　
　

喜
代
子

　

神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
よ
り

呉
信
愛
教
会
へ

６
月
１
日
（
月
）

　

バ
ル
ナ
バ　

島　

田　

圭　

輔

　

モ
ー
セ　

島　

田　

智　

生

　

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
よ
り

聖
路
加
国
際
病
院
聖
ル
カ
礼
拝
堂
へ

６
月
８
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

柳　

原　

康　

子

　

日
本
基
督
教
団
倉
敷
教
会
よ
り

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
へ

６
月
14
日
（
日
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
カ　

上　

崎　

清　

美

　

カ
ト
リ
ッ
ク
た
か
と
り
教
会
よ
り

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
へ

６
月
19
日
（
金
）

　

ミ
カ
エ
ラ　

竹　

下　

綺　

羅

　

マ
リ
ア　

竹　

下　

天
留
美

　

東
京
聖
テ
モ
テ
教
会
よ
り

松
江
基
督
教
会
へ

６
月
21
日
（
土
）

　

マ
ル
コ　

小　

林　

龍
一
郎

　

カ
ト
リ
ッ
ク
高
槻
教
会
よ
り

洲
本
眞
光
教
会
へ

６
月
30
日
（
火
）

　

ミ
カ
エ
ル　

坂　

井　

充　

仁

　

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
よ
り

大
阪
聖
パ
ウ
ロ
教
会
へ

６
月
20
日
（
土
）

　
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト　

岡　

田　

ミ
ユ
リ

松
江
基
督
教
会

６
月
21
日
（
日
）

　

マ
リ
ア　

殿　

村　

賎　

代

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

◎
教
会
委
員
会
研
修
会

　

６
月
27
日
（
土
）、
神
戸
伝
道
区

の
教
会
委
員
会
研
修
会
が
神
戸
聖
ミ

カ
エ
ル
教
会
で
開
催
。
山
陰
伝
道
区

か
ら
瀬
山
会
治
司
祭
、
井
田
省
吾
さ

ん
、
西
村
典
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
山

陰
伝
道
区
の
「
山
陰
伝
道
区
は
一
つ

の
教
会
」
と
い
う
取
組
に
つ
い
て
お

聞
き
し
た
。
参
加
者
33
名
。

◎
神
戸
昇
天
教
会

　

６
月
７
日
（
日
）
午
後
、
バ
ル
ナ

バ
伝
道
集
会
を
開
催
。
山
口　

宰
師

（
社
会
福
祉
法
人
光
朔
会
オ
リ
ン
ピ

ア
常
務
理
事
・
神
戸
国
際
大
学
准
教

授
）
を
講
師
に
迎
え
、「
よ
く
わ
か

る
！ 

認
知
症
と
こ
れ
か
ら
の
ケ
ア
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
頂
い
た
。
来

会
者
約
50
名
。

◎
松
江
基
督
教
会

　

５
月
31
日
（
日
）、
中
村
主
教
司

式
の
も
と
、
当
教
会
創
立
１
３
０
周

年
記
念
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
４

月
か
ら
当
教
会
の
牧
師
に
就
任
さ
れ

た
杉
野
達
也
司
祭
の
牧
師
任
命
式
も

行
わ
れ
た
。
山
陰
伝
道
区
の
各
教
会

か
ら
も
お
祝
い
に
駆
け
つ
け
て
下
さ

り
、
45
名
の
参
加
者
が
与
え
ら
れ
、

共
に
神
様
に
感
謝
す
る
一
時
を
持
っ

た
。
礼
拝
後
に
は
、
さ
さ
や
か
な
祝

会
が
催
さ
れ
、
当
教
会
の
礎
を
築
き

上
げ
た
バ
ー
ク
レ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
ト

ン
司
祭
に
ま
つ
わ
る
お
話
や
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

６
月
16
日
（
火
）
か
ら
18
日
（
木
）

ま
で
、
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
を
会

場
に
し
て
、
年
に
一
度
の
教
役
者
修

養
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
教
役
者
修
養
会
に
は
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
に
館
長
と
し
て

出
向
し
て
い
る
吉
田
雅
人
司
祭
を
お

迎
え
し
、
管
区
礼
拝
委
員
会
か
ら
配

布
さ
れ
た
『「
堅
信
前
の
陪
餐
」
を

巡
る
Ｑ
＆
Ａ
』
に
つ
い
て
解
説
し
て

頂
い
た
。

　

来
年
の
管
区
総
会
で
可
決
さ
れ
れ

ば
、「
堅
信
前
の
陪
餐
」
が
日
本
聖

公
会
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
る
。
今

回
の
講
話
を
通
し
て
「
堅
信
前
の
陪

餐
」
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教　

籍　

移　

動
1日
3日
4日
9日
10日
12日
13日
16日
17日
20日
不明

伝道師
伝道師
執 事
伝道師
司 祭
主 教
宣教師
司　祭
司 祭
伝道師
宣教師

緒 方　政 枝
上 西　八 枝
布 施　好 古
三 宅　福 恵
片山  民治郎
エ ビ ントン
エドワ ー ズ
マレー＝ウォルトン
米 村　勇 雄
吉 田　照 子
グレッグソン

ラザロ

ステパノ
ヘンリー
レティシア
ウイリアム
アブラハム

ドロシー

日時　2015年９月３日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　藤井　尚人

９月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊9月の記念逝去教役者＊

1日
1日
5日
5日
7日
7日
8日
9日
9日
10日
14日
14日
14日
15日
16日
16日
21日
21日
24日
28日
29日
31日
31日

宣教師
伝道師
伝道師
司 祭
司　祭
司 祭
司　祭
執 事
宣教師
主 教
司 祭
司　祭
執 事
司 祭
主 教
主 教
伝道師
司 祭
司　祭
宣教師
司 祭
司　祭
司 祭

シェパード
三浦  すみ枝
南 岡　七 重
津 田　昌 男
牛島  惣太郎
チ ョ ウ
坂 下　内 匠
國 弘　文 吾
ジャクソン
八代　　斌助
永野  武二郎
河 合　良 隆
嶋 田　克 己
マクシェリー
松井  米太郎
ヘーズレット
三 浦　光 子
岡 上　典 夫
横 田　久 明
リ ー
藤 本　与 喜
加 藤　泰 秀
長門  一二三

キャサリン
ヨハンナ三

ミカエル

ノア
ヨハネ
オーエン
ヒルダ
ミカエル

パウロ
アントニオ
ハロルド
ペテロ

サミュエル

オーガスチン
ペテロ
レオノア

ルカ
バルナバ

日時　2015年10月１日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　杉野　達也

10月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

＊10月の記念逝去教役者＊

（
神
戸
教
区
主
教
）

（
杉
野　

記
）

沖縄慰霊の日 戦後70年記念礼拝

神
戸
伝
道
区

山
陰
伝
道
区

th
e
 o
n
e
 w
h
o
 d
o
e
s n
o
t 

rem
em
ber history is bound 

to life through it again.

（
注
１
）W

e thank G
od that it has 

com
e to us, instead of to 

our enem
ies; and w

e pray 
that H

e m
ay guide us to 

use it in H
is w
ays and for 

H
is purposes.

（
注
２
）

祝　
　

堅　
　

信

ご　
　

逝　
　

去

神
戸
教
区
教
役
者
修
養
会
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